
市議会だよリー
【5】

を
通
じ
て
、

高
齢
者
の
健
康
管
理

に
努
め
て
い
る
。

元
気
老
人
対
策

と
し
て
は
、

老
人
ク
ラ
プ
活
動
ヘ

の
支
援

ぃ
助
成
を
中
心
に
、

高
齢

者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
ぐ
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
鞘
押
碗休地の鞘

Ａ
Ａ

唯
雛
潮

離
紳
勝
御
輛
齢
膨

に
必
要
な
対
策
で
あ
り
、

農
家
の

協
力
を
得
な
が
ら
、

目
標
達
成
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
。
ま
た
、

集
落
営
農
活
動
や
、

新
た
な
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
の
活

用
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
と
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

休
耕
田
、

遊
休
地
利
用
の

方
策
と
し
て
は
、

公
共
事
業
の
代

替
地
と
し
て
の
斡
旋
や
貸
し
農

園

・
体
験
農
園
な
ど
の
利
用
を
は

じ
め
、

農
業
公
社
や
農
地
流
動
化

事
業
等
の
積
極
的
活
用
、

認
定
農

業
者
な
ど
担
い
手
農
家

。
中
核
農

家
等

へ
の
農
地
の
集
積
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
減
少
を
図

っ
て
い

，くヽ
。

〔ｕ
的酪市の財政状況につ

②
平
成
十
三
年
度
当
初
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て

①
平
成
十
年
度
か
ら
行

っ

て
い
る
財
政
健
全
化
策
の

効
果
が
少
し
ず
つ
あ
ら
わ
れ
、

財

政
指
標
が
除
々
に
で
は
あ
る
が
改

善
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

平
成

十
六
年
度
ま
で
は
、

財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
収
支
の
均
衡
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

予
測
し
て
い
る
。

②
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

本

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
施

策
の
積
極
的
な
展
開
を
図
り

つ

つ
、

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化

に
努
力
し
て
い
く
。
ま
た
、

総
合

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新

ま
ち
づ
く
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
や
業
種
別
懇
話
会
の
検
討
内
容

を
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

（ｕ
酬腰酬博謙∞筋嚇鋼繭

および展望について

Ａ

機

船
訴

が

難

鞠

あ
る
い
は
広
報
お
ぱ
ま
等
で
、

十

年
以
内
を
め
ど
に
校
舎
を
建
設
い

た
し
た
く
、

そ
の
た
め
の
資
金
を

次
年
度
か
ら
積
み
立
て
た
い
と
の

考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

現
在
、

教
育
施
設
整
備
関

係
部
長
会
を
設
置
し
、

早
期
に
建

設
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

教
育
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、

校
地
の

選
定
、

校
舎
建
設
計
画
な
ど
に
つ

い
て
検
討
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ス
路
線
廃
止
に
か
か
る

県

・
市
の
対
応
に
つ
い
て

策
協
議
会
を
設
立
し
、

今
後
の
バ

ス
運
行
や
、

他
市
町
村
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
バ
ス

対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

国
や
県
の
動
向
を
見
極
め

つ
つ
、

最
善
の
選
択
を
し
な
が
ら

バ
ス
路
線
の
維
持
を
図

っ
て
い
き

た
い
。（ｕ

脚如厳修帥証は萌嚇諜

ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て

②

（仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

的
師
成
」

御
隷
擁
蜘
期
市 ｔこ

民
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

行
政
と
市
民
の
道
正
な
役
割
分
担

の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

市
民

が
行
政
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

現

在
、

地
区
別
政
策
懇
談
会
を
は
じ

め
、

新
ま
ち
づ
く
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、

業
種
別
懇
話
会
を
設

置
し
、

様
々
な
方
面
か
ら
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
お
伺

い
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
の
緊
急
性

。
経
済
性

・
効
果
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、

今
後
の
施

策
の
立
案
に
活
か
し
た
い
。

ＡＡ
瀬鈍郷鵬碑鞘沸紳棘薄

し
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
リ
バ
ス
事

謀
業
へ
の
参
入

・
退
出

・
路
線
の
廃

止
が
六
カ
月
前
の
届
出
で
自
由
に

な
る
。

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
は
こ
れ

を
契
機
に
若
江
線
以
外
の
赤
字
バ

ス
路
線
の
廃
止
を
平
成
十
四
年
四

月

一
日
か
ら
実
施
し
た
い
と
の
意

向
を
示
し
て
き
た
。

深
刻
な
問
題

と
し
て
受
け
と
め
、

直
ち
に
関
係

機
関
へ
要
請
を
行
っ
た
が
、

厳
し

い
回
答
を
受
け
取

っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
運
行
は
、

通

勤

・
通
学

・
高
齢
者
の
外
出
機
会

の
確
保
等
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
こ
と
か

ら
、

現
在
、

小
浜
市
公
共
交
通
対
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②
近
年
、

景
観
条
例
や
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
、

環
境
基
本
条
例

な
ど
、

ま
ち
を
美
し
く
住
み
や
す

く
す
る
た
め
の
条
例
が
各
自
治
体

で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
条
例
は

一
定
の
規
制
を

伴
う
も
の
で
あ
り
、

市
で

一
方
的

に
制
定
す
る
の
で
は
な
く
、

審
議

会
や
公
聴
会
な
ど
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。①

御
食
国

・
食
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

②
小
浜
城
等
の
復
元
に
つ
い
て

Ａ

理

製

雛

縄

謡

や
す
ら
ぐ
美
食
の
郷

，
御
食
国
若

狭
お
ば
ま
」
を
掲
げ
、

農
林
水
産

業
を
は
じ
め
、

文
化

・
教
育

・
環

境
づ
く
り

，
健
康
づ
く
り
な
ど
、

広
い
意
味
で
の
食
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
設
置

し
、

ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
両
面
に
わ

た
る
調
査

。
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、

御
食
国

・
食
の
ま
ち
づ
く

リ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
研
究

結
果
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

効
果

的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

②
小
浜
城
復
元
の
目
的
と
し
て

は
、

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

観
光
の
目
玉
と
し
て
、

ま
た
市
民

の
誇
り
、

地
域
文
化
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
活
性
化

の
柱
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

現
在
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
お
い
て
も
、

そ
の
効
果
、

費

用
等
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
。

長
期
的
視
野
に
た
ち
、

民

意
を
く
み
取
り
、

ビ
ジ
ョ
ン

・
整

備
方
法
等
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、

復
元
の
時
期
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

行
政
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て

Ａ

襲

無
能

が

焔

評
価
に
は
あ
ま
り
目
を
向
け
て
こ

な
か
っ
た
。

今
後
は
、

各
種
の
施

策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

目

的

。
結
果

・
成
果
を
明
確
に
し
、

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
新
た

な
行
政
課
題
を
見
つ
け
、

事
務
事

業
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
手
法
が
行

政
評
価
で
あ
る
。

現
在
、

確
立
さ

れ
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
が
な
い

た
め
、

コ
ン
サ
ル
や
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
委
託
せ
ず
、

職
員
自
ら
の
手

で
市
独
自
の
効
果
的
な
評
価
シ
ス

テ
ム
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
実
施
す

る
第
二
次
行
政
改
革
の
実
施
計
画

に
お
い
て
、

詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
定
し
、

早
期
導
入
に
努
め

た
い
。Ｑ

鰈
盟
堅
顕
談

等
に
つ
い
て

③
今
後
の
管
理
運
営
の
課
題
に
つ

い
て

Ａ

朔

日 理
ギ

鉾

」鰊

の
准
連
続
式
燃
焼
炉
で
あ
り
、

ご

み
の
搬
入
量
は
、

四
月
か
ら
十

一

月
ま
で
の
人
力
月
で
七
千
九
百
九

十
九
ト
ン
、

焼
却
量
は
七
千
人
百

七
十
九
ト
ン
で
あ
る
。　

一
日
あ
た

り
平
均
四
十
八

・
九
ト
ン
の
焼
却

量
と
な
り
、

当
初
計
画
の
処
理
能

力
よ
り
や
や
少
な
め
と
な
っ
て
い

る
。

焼
却
時
間
は
十
二

・
四
時
間

程
度
で
あ
る
。

②
苦
情
等
に
つ
い
て
は
、

即
座
に

対
応
で
き
る
体
制
を
と

っ
て
い

る
。

周
辺
地
域
の
悪
臭
や
煙
に
関

す
る
苦
情
が
あ

っ
た
と
き
は
、

直

ち
に
調
査
を
行

っ
て
お
り
、

い
ず

れ
も
施
設
の
原
因
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
た
た
め
、

そ
の
都
度
、

文

書
や
電
話
で
そ
の
旨
、

連
絡
し
て

い
る
。

③
ご
み
の
処
理
に
は
万
全
を
尽
く

し
、

環
境
汚
染
が
発
生
し
な
い
よ

う
運
転
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
く
。

施
設
の
維
持
管
理

経
費
節
減
の
方
策
も
、

今
後
、

考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
あ
る
。

高
浜
町
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続

し
、

名
田
庄
村
に
つ
い
て
は
、

平

成
十
四
年
度
に
接
続
す
る
予
定
で

あ
る
。

接
続
後
は
、

自
主
放
送
番

組
を

一
括
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
０
で

制
作
す
る
こ
と
に
な
り
、

各
種
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
生
活
関
連
情
報
な

ど

一
元
的
に
広
域
提
供
で
き
る
こ

と
に
な
る
。

②
当
面
は
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
０
で
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
し
、

ア
ナ
ロ

グ
変
換
し
て
、

現
在
の
各
家
庭
の

テ
レ
ビ
で
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

当
初
、

五
チ
ャ
ン
ネ
ル
分
を
変
換
し
、

放

送
す
る
予
定
で
あ
る
。

将
来
は
、

視
聴
者
の
負
担
を
考
慮
し
な
が

ら
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
え

ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

①
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

②
行
政
の
情
報
化
に
つ
い

て③
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
教
育

に
つ
い
て

④
市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
に
つ
い
て

⑤
ｌ
Ｔ
の
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

①
本
年
七
月
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、

来
年
度

は
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
地
域
イ
ン

Ｑ
難
刈縦
虹
詳伊

伴う対応について

Ａ

謡

鞍

難

勤

覇

本
年
九
月
末
に
合
意
が
得
ら
れ

た
。

平
成
十
二
年
度
に
県
の
補
助

を
受
け
て
整
備
を
し
た
い
。

チ
ャ

ン
ネ
ル
０
と
上
中
町
、

大
飯
町
、
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タ
ー
ネ

ッ
ト
事
業
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、

公
民
館
、

小
中

学
校
へ
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
整
備
し
、

市
の
情
報

を
提
供
し
て
い
く
。
ま
た
、

四
月

か
ら
は
Ｉ
Ｔ
の
推
進
、

情
報
化
を

図
る
た
め
の
庁
内
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

②
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

現
在
、

約
九
十
台
を
各
課
に
配
置
し
て
い

る
。
し
か
し
、

国
の
目
指
す
電
子

政
府
に
よ
る
電
子
行
政
の
受
け
皿

と
し
て
の
庁
内
全
体
の
電
子
シ
ス

テ
ム
化
は
未
整
備
で
あ
る
た
め
、

平
成
十
二
年
度
中
に
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

③
中
学
校
二
校
に
お
い
て
は
、

生

徒

一
人
に

一
台
の
基
準
で
、

そ
れ

ぞ
れ
四
十

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
導

入
し
、

そ
の
後
、

追
加
導
入
に
よ

り
現
在
は
百
三
台
と
な

っ
て
い

る
。

国
語
、

数
学
、

理
科
、

音
楽
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い

て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
な
ど
有
意
義
に
利
用
し
て
い

る
。

小
学
校
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

各
小
学
校
の
最
大
ク
ラ
ス
の
二
人

に

一
台
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在

ま
で
百
十
三
台
を
設
置
し
て
い

る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た

「調
べ
学
習
」
な
ど
に
よ
り
、

児
童
の
自
主
性
を
引
き
出
し
、

生

き
生
き
し
た
学
習
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

今
後
の
導
入
に
つ
い

て
は
、

今
年
度
中
に
国
の
補
正
予

算
を
活
用
し
、

残
り
十
校
す
べ
て

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
改
造
と
パ
ソ

コ
ン
百
二
十
二
台
を
導
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

④
公
民
館
を
中
心
に
市
民
の
Ｉ
Ｔ

基
礎
技
術
の
習
得
を
図
る
た
め
の

講
習
会
を
予
定
し
て
い
る
。

市
の

職
員
が
自
ら
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
と
も
に
、

市

民
団
体

へ
の
協
力
依
頼
や
、

支
援

策
等
も
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑤
現
在
、

市
の
若
手
職
員
が
講
師

と
な
り
、

業
務
終
了
後
、

パ
ソ
コ

ン
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま

た
、

管
理
職
を
対
象
と
し
た
初
級

パ
ソ
コ
ン
研
修
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

今
後
、

本
市
が
Ｉ
Ｔ

の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
中

で
、

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
開
発
お
よ
び

運
営
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
発
信
、

ま
た
公
民
館
等
の

出
先
機
関

に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
の
推

進

。
指
導
等
を
行

っ
て
い
く
。

Ｑ

期

糾

新

塩

罐

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
御
食
国

・
若
狭
小

浜
食
彩
エ
キ
ス
ポ
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

Ａ
〔

嘲
脇
ば
輔
職
響
殺

端
齢
師

五
年
春
の
小
浜
線
電
化
開
業
、

平

成
十
四
年
度
中
の
近
幾
自
動
車
道

敦
賀
線
小
浜
西
イ
ン
タ
ー
の
関
通

に
あ
わ
せ
、

平
成
十
五
年
度
に
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
計

画
で
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

テ
ー

マ
は
未
定
で
あ
る
が
、

食
が
中
心

的
な
テ
ー
マ
と
な
り
、

本
市
が
メ

イ
ン
会
場
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、

大
陸
文
化
渡
来
の

要
衝
地
、

鯖
街
道
起
点
の
地
、

あ

る
い
は
朝
廷
に
食
材
を
提
供
し
た

御
食
国
と
し
て
、

全
国
に
情
報
発

信
し
、

本
市
を
中
心
と
す
る
若
狭

地
域
の
誇
れ
る
歴
史

・
文
化

。
食

材
な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

■
収
入
役
の
選
任
に
同
意

芝

田

敏

捷



【8】一 市議会だよ

浜
岸
利

一
議
員
が
、

小
浜
市
議

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に
違
反
し

て
い
る
疑
い
が
生
じ
た
た
め
、

十

一
月
十
五
日
、

同
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
七
名
の
議
員
に
よ
る
政
治

倫
理
審
査
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

審
査
会
で
は
、

五
回
に
わ
た
り
関

係
法
令

。
資
料
等
の
チ
ェ
ッ
タ
、

当
該
議
員

・
市
関
係
部
局
の
責
任

者
の
事
情
聴
取
等
、

厳
正
な
調

査

・
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の

結
果
、

次
の
事
実
を
確
認
し
た
の

で
、

十
二
月
十
五
日
、

同
条
例
第

二
条
第

一
項
第
二
号
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
議
長
に
報
告
し
ま
し

た
。〈確

認
事
項
》

一
．

浜
岸
議
員
は
、

平
成
八
年
四

月
四
日
か
ら
、

平
成
十
二
年
八
月

二
十
日
ま
で
の
間
、

会
社
の
監
査

役
に
就
任
し
て
い
た
。

二
．

右
記
の
会
社
は
、

平
成
十

一

年
四
月

一
日
の
倫
理
条
例
施
行

後
、

当
該
議
員
が
監
査
役
を
辞
任

す
る
ま
で
の
間
、

市
が
執
行
す
る

土
木
工
事
の

一
般
競
争
入
札
に
四

十
五
回
参
加
し
、
う
ち
五
件
を
落

札
し
て
市
と
契
約
を
締
結
し
て
い

た
。議

長
は
、
審
査
会
か
ら
の
報
告

を
全
員
協
議
会
に
お
い
て
公
表
す

る
と
と
も
に
、十

二
月
二
十

一
日
、

浜
岸
議
員

。
当
該
会
社
に
対
し
、

文
書
で
厳
重
注
意
処
分
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

小
浜
市
建
設
業
会

に
関
係
法
令
等
の
道
守
を
、

村
上

市
長
に
入
札
参
加
業
者
へ
法
令
等

の
遵
守
の
徹
底
と
入
札
体
制

・
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。

◎
小
浜
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
第
二
条
第

一
項
第
二
号

議
員
、

議
員
の
配
偶
者
、

父
母
、

子
も
し
く
は
兄
弟
姉
妹
が
役
員
を

し
て
い
る
企
業
ま
た
は
議
員
が
実

質
的
に
経
営
に
携
わ
る
企
業
は
、

前
号
に
規
定
す
る
工
事
等
に
関
し

て
契
約
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
市
議
会
で
は
ヽ
議
会
内
の
自

主
的
な
調
査
、

研
究
お
よ
び
研
修

を
行
う
た
め
、十

二
月
二
十

一
日
、

み
だ
し
の
委
員
会

・
研
究
会
を
発

足
し
ま
し
た
。

政
務
調
査
費
交
付
条
例
等
検
討

委
員
会
で
は
、

地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、

調
査
費
を
交
付
す
る

場
合
は
、

条
例
に
基
づ
き
交
付
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

十
二
年
二
月
定
例
会
の
上
程
を
目

指
し
て
交
付
対
象

・
方
法

・
額
等

に
つ
い
て
、

そ
の
素
案
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

同
委
員

会
で
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
内
容
の
検
討
、
Ｉ
Ｔ
研
究
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
法
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
研
究
会
で
は
、

合

併
特
例
法
を
は
じ
め
、

合
併
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
研

究
す
る
な
ど
、

広
く
知
識
を
得
る

と
と
も
に
研
修
会

・
講
演
会
等
を

開
催
し
、

議
会
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
政
務
調
査
費
資
付
条
例
等

検
討
委
員
会

◆
委
員
長
　

石
　
橋
　
和

◆
副
委
員
長
　
深
す　
谷
　
嘉
々

■
市
町
村
合
併
研
究
会

◆
会
　
長

◆
副
会
長

木 岡 富 西 清 松

橋  永 本 水 尾

工 明 芳 正 正
岡J

昭 男 夫 俊 信

山 池 荒 池

田 尾 木 田

貞 正  英
弘

夫 彦  之 勝 彦

平成13年

第1回(3月)定例会日程(条)

日会期
3月 6日(火)～23日(金)

■議案上程
3月 6日(火)～ 7日(水)

■一般質問
3月13日(火)～14日(水)

■委員会審査
3月15日(木)～19日(月)


